
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像データの値に応じた階調画像パターン毎に、記録表示媒体での各階調毎の濃度
の調整に関わる制御データを変更可能な階調濃度調整制御部を備え、前記入力画像データ
に応じた出力画像を前記記録表示媒体に出力する記録装置の階調制御方法であって、
　階調再現範囲内の それぞれについ
て前記制御データを複数通りに変更して、

階調 濃度を複数通りに変更することにより、前記 階
調画像パターンの について複数個の階調パッチを前記
記録表示媒体に形成した参照出力画像を出力する参照画像生成工程と、
　この参照画像生成工程により生成された参照出力画像を読み取る参照画像読み取り工程
と、
　この参照画像読み取り工程により読み取られた参照出力画像の前記複数個の階調画像パ
ターンのそれぞれ について、それぞれの前記複数個の階調パッ
チの中から、目的とする階調特性に適合する階調パッチを抽出し、抽出した前記階調パッ
チを形成するために使用した前記制御データを、対応する階調画像パターン

の濃度調整用の制御データとして記憶する濃度調整データ記憶工程と、
　前記入力画像データの出力画像を得る場合に、前記入力画像データの値に応じた階調画
像パターンを、前記濃度調整データ記憶工程で記憶した濃度調整用の制御データに基づい
て濃度調整して記録する記録工程と、
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　を備える記録装置の階調制御方法。
【請求項２】
　入力画像データが取り得る階調のうちの
階調画像パターン 参照画像データの発生手段と、
　参照画像モードのときには前記参照画像データの値に応じた階調画像パターンを生成し
、入力画像記録モードのときには前記入力画像データの値に応じた階調画像パターンを生
成する画像パターン発生手段と、
　前記画像パターン発生部からの前記階調画像パターン毎に、記録表示媒体での各階調毎
の濃度の調整に関わる制御データを変更可能な階調濃度調整制御部を含み、記録表示媒体
に出力画像を生成する画像生成手段と、
　前記階調濃度調整制御手段で前記階調毎の濃度調整用の制御データを保持する濃度調整
データ保持手段と、
　前記入力画像記録モードのときには前記入力画像データの値に応じた階調画像パターン
について、前記濃度調整データ保持手段の制御データに基づいて前記画像生成時の濃度調
整を行うように制御し、前記参照画像モードのときには前記参照画像データの値に応じた
階調画像パターンのそれぞれについて、前記制御データを複数通りに変更して、

階調 濃度を複数通りに
変更するように、前記階調濃度調整制御部を制御して、前記階調画像パターンのそれぞれ

について複数個の階調パッチを前記記録表示媒体に形成した参
照出力画像を出力するようにする制御手段と、
　前記参照出力画像を読み取り、当該読み取った参照出力画像の前記複数個の階調画像パ
ターンのそれぞれ について、それぞれの複数個の階調パッチの
中から、目的とする階調特性に適合する階調パッチを抽出し、抽出した階調パッチを形成
するために使用した前記制御データを、対応する階調画像パターン の濃度
調整用の制御データとして前記濃度調整データ保持手段に記憶する階調補正データ生成手
段と、
　を備える記録装置。
【請求項３】
　前記参照画像データは、使用者が選択変更可能な線数毎に用意され、各線数毎に前記濃
度調整用の制御データが、前記濃度調整データ保持手段に保持され、
　前記入力画像記録モードのときに、使用者の前記線数の選択変更に応じて前記濃度調整
データ保持手段から、当該選択された線数のときの濃度調整用の制御データが読み出され
て、この濃度調整用の制御データに基づいて前記入力画像生成時の濃度調整が行われるこ
とを特徴とする請求項２に記載の記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、例えば、カラーハードコピー装置、デジタルカラープリンタなどのように、
記録表示媒体上に画像情報を記録する記録装置およびその階調制御方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
上述のような記録装置の入力画像データは、一般に、濃度階調に対してリニアな値を有す
る信号データである。これに対して、記録表示媒体、例えば用紙における入力データ対出
力濃度特性は、一般にリニアにならない。
【０００３】
例えば、複写機の場合、階調再現のために網点データを用いる場合には、ある特定の条件
における階調再現曲線は、図１５に示すような直線３１にはならず、曲線３２、３３また
は３４のような特性となる。
【０００４】
そして、従来の階調補正方式では所望の階調再現を得られる色度に逆変換するため、例え
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ば、図１５の曲線３２に示すような階調再現曲線を示す記録装置の場合には、所望の階調
再現、例えばリニアな階調再現、を得られる色度に逆変換するために、図１６に示すよう
に、入力網点カバレッジ（網点面積率）Ｃｉｎ（％）の変換を行っている。
【０００５】
しかしながら、曲線３２の場合には、図１７に示すように、低濃度部の階調が、細かく割
り付けることができないため、最適な階調再現を得ることができない。同様にして、曲線
３３の場合には、高濃度部の階調が、また、曲線３４の場合には、高濃度部と低濃度部の
両方で、細かく割り付けることができないため、最適な階調再現を得ることができない。
【０００６】
そこで、従来から、階調濃度補正を行うことが行われている。例えば、特開平３－１５９
７５８号公報に記載された「画像形成装置」、特開平３一２４９６７２号公報に記載され
た「レーザ走査型画像形成装置」、または特開昭５４－８６３５３号公報に記載された「
記録装置」では、その機器の標準用紙／標準線数を想定して記録系の設計パラメータを設
定し、所望の好ましい階調再現性を確保するようにしている。
【０００７】
特開平３－１５９７５８号公報の「画像形成装置」では、入力多値画素データに応じて濃
度階調データを生成し、これに基づいて感光体に静電潜像の書き込みを行うレーザビーム
光の照射時間と発光強度とを使い分けて制御を行うことにより、低濃度域、高濃度域にお
いても良好な階調再現を達成する。
【０００８】
また、特開平３一２４９６７２号公報に記載された「レーザ走査型画像形成装置」は、画
像データに基づいて発光パルス幅と発光強度を変調したレーザ光を走査露光し、レーザ光
の立ち上がり時／立ち下がり時の双方、もしくは、いずれかを制御し、ドット形状を円形
もしくは半円形に整形することで、粒状性の向上、隣り合う階調段差が小さいという意味
の滑らかな階調再現を達成するものである。
【０００９】
さらに、特開昭５４－８６３５３号公報に記載された「記録装置」では、感光ドラム上の
トナー濃度を検出して原稿信号光と比較し、補正された強度のレーザ光によって感光ドラ
ムを走査し、原稿信号光と感光ドラム上のトナー濃度をリニアに補正することで良好な階
調再現を得るようにしている。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、銀塩写真記録方式、昇華型熱転写記録方式など、画像を形成させる記録表示媒
体が特殊用紙からなる記録方式では、顧客が用途によって光沢紙／マット紙／コート紙／
普通紙等の用紙を選択することができないため、上述のように、使用する用紙に合わせて
階調再現特性を予め調整しておくことができる。
【００１１】
これに対して、上述した従来例の各公報に示されるような電子写真記録方式や、インクジ
ェット記録方式、熱転写記録方式などのように、画像を形成させる記録表示媒体が特定用
紙ではない記録方式では、印刷／提案書／広告／報告書／同好会会誌／マニュアル等の用
途に応じて、顧客が、光沢紙／マット紙／コート紙／普通紙等の用紙を自由に選択するこ
とができる。
【００１２】
しかしながら、実際に顧客が使用する用紙が標準用紙でない場合には、用紙の厚さや坪量
の違い、用紙表面及び用紙内部の物理特性の違い等から機械的ドットゲインが変化する。
また、用紙表面コート層の有無、用紙の白色度の違い、平均自由光路長などの光学的物理
量の違いなどから光学的ドットゲインも変化する。
【００１３】
このため、上述の従来技術のように標準用紙を想定して記録系の設計パラメータを設定し
、所望の好ましい階調再現性を確保したとしても、実際に使用される用紙が標準用紙では
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ない場合には、上述のように、機械的、光学的ドットゲインが変化するため、必ずしも良
好な階調再現が得られなくなってしまう。そして、たとえ用紙白色度と色材の用紙上ソリ
ッド測色値（いわゆるベタの色の測色値）を一致させたとしても、最終的には用紙によっ
て中間調再現性が大きく変化してしまう。
【００１４】
さらに、同じ記録装置で異なる線数出力の使い分けが可能な場合、所望の好ましい階調再
現性は、標準線数で確保しているので、単純に線数を変化させると、たとえ同じ用紙を使
用した場合であっても中間調再現特性が線数によって大きく変化する。
【００１５】
また、特開平３－１５９７５８号公報に記載された「画像形成装置」、もしくは特開平３
一２４９６７２号公報に記載された「レーザ走査方画像形成装置」、もしくは特開昭５４
－８６３５３号公報に記載された「記録装置」では、所望の好ましい階調再現性を確保す
るために不必要な階調ステップを間引くようにしているので、使用可能な量子化ステップ
数を減ずることとなり、機器の持つ画像再現能力を抑制してしまい、最適な画質を提供す
ることができなかった。
【００１６】
印刷の場合には、熟練オペレーターが印刷機を運転し、所望の粒状性／鮮鋭性／色再現／
階調再現を微調整し、確認しながら出力するので、印刷に使用可能なあらゆる用紙に対し
、画質の観点から最適な設定を選択することが可能である。しかしながら、この方法は、
画質を保証するために熟練オペレーターの立ち合いが必要であり、かつ調整に時間がかか
って即応性が無いため、低価格のプリンターやオンデマンド出力を必要とするコピー機や
プリンタの場合には不適切な方法である。
【００１７】
この発明は、以上の問題点にかんがみ、熟練オペレーターによらずに、用紙が変わっても
、また、線数出力が変わっても、常に、所望の階調再現性が保証できるようにした記録装
置の階調制御方法およびその方法を適用した記録装置を提供することを目的とする。
【００１８】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため、この発明においては、
　　入力画像データの値に応じた階調画像パターン毎に、記録表示媒体での各階調毎の濃
度の調整に関わる制御データを変更可能な階調濃度調整制御部を備え、前記入力画像デー
タに応じた出力画像を前記記録表示媒体に出力する記録装置の階調制御方法であって、
　階調再現範囲内の それぞれについ
て前記制御データを複数通りに変更して、

階調 濃度を複数通りに変更することにより、前記 階
調画像パターンの について複数個の階調パッチを前記
記録表示媒体に形成した参照出力画像を出力する参照画像生成工程と、
　この参照画像生成工程により生成された参照出力画像を読み取る参照画像読み取り工程
と、
　この参照画像読み取り工程により読み取られた参照出力画像の前記複数個の階調画像パ
ターンのそれぞれ について、それぞれの前記複数個の階調パッ
チの中から、目的とする階調特性に適合する階調パッチを抽出し、抽出した前記階調パッ
チを形成するために使用した前記制御データを、対応する階調画像パターン

の濃度調整用の制御データとして記憶する濃度調整データ記憶工程と、
　前記入力画像データの出力画像を得る場合に、前記入力画像データの値に応じた階調画
像パターンを、前記濃度調整データ記憶工程で記憶した濃度調整用の制御データに基づい
て濃度調整して記録する記録工程と、
　を備える記録装置の階調制御方法を提供する。
【００１９】
【作用】
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上述の構成のこの発明においては、記録に使用する用紙による入力画像データについての
実際の記録に先立ち、参照画像生成工程において、参照出力画像の記録が行われる。
【００２０】
すなわち、階調再現範囲内の複数個の階調画像パターンとして、例えば画像データを入力
網点カバレッジＣｉｎのデータに変換して記録を行う場合を例にとると、０％，１２．５
％，２５％，３７．５％，…，１００％のように、入力網点カバレッジＣｉｎとして、い
くつかの値の参照画像データを用意する。
【００２１】
　そして、その複数個の入力網点カバレッジＣｉｎの値の画像を、使用しようとする用紙
に記録して参照出力画像を形成す
【００２２】
参照画像生成工程における使用する用紙への参照出力画像の記録が終わると、参照画像読
み取り工程において、この参照出力画像の読み取りが行われる。
【００２３】
　そして、次 憶工程においては、この読み取られた参照出力画像の各入力網点カバレ
ッジＣｉｎ値の画像に基づいて、階調補正用の制御データ 憶される。
【００２４】
　以上により、実際の記録に先立つ準備が終了する。そして、その用紙を用いて入力画像
データの記録を行なう記録工程においては、 憶工程で記憶された 用の制御デー
タに基づいて、各入力網点カバレッジＣｉｎの値に対する濃度が調整されて記録される。
したがって、入力画像データの網点カバレッジのパターンを変えることなく、常に所望の
階調再現特性となる状態で、入力画像データの画像が得られる。
【００２５】
　以上のようにして、参照画像を用いて用紙に合わせて 用の制御データを保持し
ておき、その 用制御データを用いて実際の記録を行なうことにより、用紙が変わ
っても常に所望の階調再現特性の状態で出力画像を記録することができる。
【００２６】
　そして、出力できる線数に合わせて参照画像を複数個用意して、各線数出力のときの

用の制御データを予め用紙に合わせて複数個保持するようにし、使用者により出力
線数が選択されたときには、その線数に応じた 用の制御データを用いて記録工程
を実施することにより、線数が変わった場合にも、常に所望の階調再現特性の状態で出力
画像を記録することができる。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下、この発明による階調制御方法およびこの方法が適用された記録装置の一実施の形態
について、図を参照しながら説明する。
【００２８】
図１は、この実施形態の記録装置の構成例を示すブロック図である。この実施形態の記録
装置は、カラーコピー機の場合の例で、入力画像読み取り部１と、モード切り換え部２と
、網点データ形成部３と、画像パターン発生部４と、画像書き込み部５と、書き込み強度
の強度変調回路部６と、ＤＬＵＴ（ダイレクトルックアップテーブル）７と、記録装置部
８と、ユーザインターフェース部９と、制御回路部１０と、参照画像データ格納部１１と
、階調補正データ生成部２０とを備える。
【００２９】
入力画像読み取り部１は、複写記録すべき原稿画像を読み取り、例えば赤（Ｒ）、緑（Ｇ
）、青（Ｂ）のカラー画像データを得、さらに、このカラー画像データを、ＣＩＥＬ＊ ａ
＊ ｂ＊ 空間で表現された画像データＬ＊ ａ＊ ｂ＊ に変換し、出力する。
【００３０】
モード切り換え部２は、入力画像読み取り部１で読み取った画像の複写画像を出力する入
力画像記録モードと、参照画像を生成し、その参照画像に基づき階調補正データを生成保
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持する参照画像モードとのモード切り換えを行う。すなわち、この実施の形態の記録装置
においては、ユーザインターフェース部９に設けられるモード切り換えキーにより、通常
モードである入力画像記録モードと、参照画像モードとに切り換え可能である。そして、
モード切り換え部２は、制御回路部１０による切り換え制御により、入力画像記録モード
のときには、入力画像読み取り部１からの画像データを選択して網点データ形成部３に出
力し、参照画像モードのときには参照画像データ格納部１１からの参照画像の画像データ
を選択して網点データ形成部３に出力する。
【００３１】
参照画像データ格納部１１は、制御回路部１０からの読み出し制御を受けて、参照画像モ
ードのときに、トナー色の黄色（Ｙ），マゼンタ色（Ｍ），シアン（Ｃ）および黒（Ｋ）
のそれぞれについて、参照画像データを出力する。各トナー色の参照画像データは、階調
再現範囲内の複数個の階調画像パターンとして、入力網点カバレッジＣｉｎの複数個の値
が、図２に示すように、０％，１２．５％，２５％，３７．５％，５０％，６７．５％，
７５％，８７．５％，１００％の９通りのものからなる。なお、この参照画像データも、
ＣＩＥＬ＊ ａ＊ ｂ＊ 空間で表現された画像データＬ＊ ａ＊ ｂ＊ からなる。
【００３２】
そして、この例の場合には、記録装置がスクリーン線数を選択して変更することが可能で
あるので、この参照画像データは、各線数に応じたものが、それぞれ、この参照画像デー
タ格納部１１に格納されている。すなわち、参照画像データは、選択変更可能な線数種類
の数分だけ設けられる。そして、ユーザインターフェース部９を通じたユーザの線数選択
に応じて制御回路部１０は、その選択された線数に応じた参照画像データを参照画像デー
タ格納部１１から出力するように、読み出し制御する。
【００３３】
網点データ形成部３は、モード切り換え部２からの画像データＬ＊ ａ＊ ｂ＊ を黄色、マゼ
ンタ色、シアン色および黒色のトナー色の画像データＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋに変換し、さらに、
その画像データＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋのそれぞれを、階調画像データに相当する入力網点カバレ
ッジＣｉｎの網点データＹ％，Ｍ％，Ｃ％，Ｋ％を形成して画像パターン発生部４に出力
する。このとき、各入力網点カバレッジＣｉｎの値は、制御回路部１０にも通知され、後
述する入力画像記録モードにおける書き込み強度の変調の制御にも用いられる。
【００３４】
画像パターン発生部４は、各入力網点カバレッジＣｉｎの値に応じた画像パターンの描画
データを発生し、その描画データを画像書き込み部５に出力する。
【００３５】
画像書き込み部５は、走査露光装置部を構成するもので、画像パターン発生部４からの描
画データに応じてレーザ光により感光体ドラム上を走査して、描画データに応じた静電潜
像を順次に感光体ドラム上に形成してゆく。このときのレーザ光の強度は、強度変調回路
部６により変更制御可能であって、階調濃度の微調整が可能とされている。
【００３６】
強度変調回路部６は、制御回路部１０の制御により、参照画像モードのときには、一つの
入力網点カバレッジの値の画像データについて、画像書き込み部５におけるレーザ光の強
度レベル（露光強度レベル）を、図２に示すように、－３～７まで１レベルステップで１
１段階に変更する。なお、入力網点カバレッジＣｉｎが０％のときと、１００％のときに
は、強度レベルは変更せず、強度レベル０で固定する。
【００３７】
そして、入力画像記録モードのときには、強度変更回路部６は、制御回路部１０の制御に
より、ＤＬＵＴ７に設定された、画像データＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋのそれぞれについての入力網
点カバレッジの値に応じた強度変調データに基づいて画像書き込み部５における各画像デ
ータＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋについてのレーザ光の強度レベル変調を行う。
【００３８】
すなわち、制御回路部１０は、入力画像記録モードのときには、網点データ形成部３から
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の画像データＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋの入力網点カバレッジＣｉｎの値を参照データとしてＤＬＵ
Ｔ７を参照し、対応する強度変調データをＤＬＵＴ７から読み出し、強度変調回路部６が
その読み出された強度変調データに基づいてレーザ光の強度変調を行うものである。
【００３９】
ＤＬＵＴ７の各画像データＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋについての入力網点カバレッジＣｉｎ毎の強度
変調データは、参照画像モードのときに、後述するようにして、階調補正データ生成部２
０により生成されて書き込まれる。
【００４０】
記録装置部８は、画像書き込み部５で各画像データＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋにより感光体ドラムに
書き込まれた静電潜像を、黄色、マゼンタ色、シアン色、黒色のトナーにより現像し、用
紙に転写して、出力画像ＯＴを得る。参照画像モードのときには、出力画像ＯＴとして、
参照出力画像ＲＥＦが得られる。
【００４１】
階調補正データ生成部２０は、参照画像モードにおいて、階調再現特性が理想階調再現曲
線に等しくなるようにするために、参照出力画像ＲＥＦから各画像データＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋ
についての入力網点カバレッジＣｉｎ毎の強度変調データを生成し、その生成した強度変
調データをＤＬＵＴ７に書き込む。
【００４２】
この階調補正データ生成部２０は、参照出力画像ＲＥＦを読み取る画像読み取り部２１と
、読み取り校正器２２と、階調再現曲線検出部２３と、理想階調再現曲線格納部２４と、
最適階調ステップ抽出部２５とからなる。
【００４３】
この実施の形態においては、理想階調再現曲線としては、入力網点カバレッジＣｉｎと色
度データＬ＊ 、ａ＊ 、ｂ＊ またはＣ＊ との関係がリニアな特性を想定し、各トナー色毎に
、理想階調再現曲線格納部２４に格納している。
【００４４】
この場合、例えば、文献「Ｃｏｌｏｒ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉ
ｏｎ　Ｖｏｌ．１８，　Ｎｕｍｂｅｒ　１，ｐｐ．４１－４６，　Ｆｅｂ．　１９９３，
　「Ｏｐｔｉｍａｌ　Ｄｅｎｓｉｔｙ－Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｃｏｌｏｒ－Ｉｍａ
ｇｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」に記載されているように、マゼンタ色、シアン色、黒色では
、入力網点カバレッジＣｉｎ（％）と色度データＬ＊ の関係をリニアに割り付け、黄色で
は入力網点カバレッジＣｉｎ（％）と色度データｂ＊ もしくはＣ＊ をリニアに割り付けた
ものを、それぞれ理想階調再現曲線としている。
【００４５】
画像読み取り部２１は、異なる通過波長特性を持つ複数の色フィルタを有し、前述したよ
うに、使用したい用紙上に形成された黄色、マゼンタ色、シアン色、黒色の各トナー色毎
の参照出力画像ＲＥＦの色度データを読み取るためのものであり、その読み取り結果の、
各トナー色毎の画像データＬ＊ 、ａ＊ 、ｂ＊ を階調再現曲線検出部２３に出力する。この
画像読み取り部２１は、入力画像読み取り部１が兼用することができる。
【００４６】
読み取り校正部２２は、用紙の地色により、読み取り結果の画像データＬ＊ 、ａ＊ 、ｂ＊

を校正するものである。これは、理想階調再現曲線のデータが、所定の標準用紙を想定し
て格納部２４に記録されているため、想定する理想階調再現曲線がリニアなものであって
も、用紙によってレベルシフトしたようなものとなるのを補正するためである。すなわち
、読み取り校正部２２では、入力網点カバレッジＣｉｎが０％の部分と、１００％の部分
とを用いて、標準の、つまり理想階調再現曲線格納部２４に格納されている理想階調再現
曲線とのずれ（傾きや平行移動の距離）をみつけ、それにより、読み取り結果の画像デー
タＬ＊ 、ａ＊ 、ｂ＊ を校正する。階調再現曲線検出部２３には、この校正された画像デー
タＬ＊ 、ａ＊ 、ｂ＊ が供給される。
【００４７】
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階調再現曲線検出部２３は、画像読み取り部２１で参照出力画像ＲＥＦが読み取られて得
られた色度データと、理想階調再現曲線格納部２４に格納されている入力カバレッジＣｉ
ｎ（％）に対応する色度が線形に配分された理想階調再現曲線データとを比較し、参照出
力画像ＲＥＦの階調再現曲線が、図１５に示した曲線３２、３３、３４のうちのいずれの
タイプの階調再現曲線であるかを検出する。そして、その検出データを最適階調ステップ
抽出部２５に送る。
【００４８】
最適階調ステップ抽出部２５は、階調再現曲線検出装置２３で検出された参照出力画像７
の階調再現曲線のタイプと、理想階調再現曲線格納部２４に格納されている理想階調再現
曲線データとの比較により、各トナー色ごとに、理想の階調再現を得るために必要な画像
書き込み部５の強度変調データの設定値を抽出するものである。
【００４９】
最適階調ステップ抽出部２５は、また、抽出した各トナー色ごとの、理想の階調再現を得
るために必要な強度変調データの設定値を、ＤＬＵＴ７のそれぞれ対応するエリアに書き
込む。
【００５０】
［参照画像モード］
以上のように構成されている記録装置において、参照画像モードにおいて、参照出力画像
を生成し、階調補正用のレーザ強度変調データの生成および保存の動作について、以下に
説明する。まず、参照画像の生成について説明する。
【００５１】
図３は、参照画像生成の手順のフローチャートである。ユーザインターフェース部９を通
じてユーザが参照画像モードを指定し、参照画像生成を指示すると、図３のフローチャー
トのルーチンが起動される。なお、このとき、出力線数も合わせて指定されて、その線数
のときの参照出力画像が生成される。
【００５２】
まず、ステップ１０１において、１番目のトナー色、例えば黄色についての参照画像デー
タの最初の入力網点カバレッジＣｉｎのデータ（０％）が読み出される。読み出された入
力網点カバレッジＣｉｎのデータは、ステップ１０２において網点データに変換され、ス
テップ１０３でその網点画像パターンのデータに変換される。
【００５３】
次のステップ１０４では、その色についての参照画像データとして用意される複数個の入
力網点カバレッジＣｉｎの最初または最後のデータか否か判断される。その色についての
最初（０％）あるいは最後（１００％）のデータであると判断されたときには、ステップ
１０５に進み、画像書き込み部５における書き込み強度レベル（レーザ光の強度）を、レ
ベル０に設定して感光体ドラムへの画像書き込みを行う。
【００５４】
一方、最初あるいは最後のデータではないときには、ステップ１０６に進み、書き込み強
度レベルを、図２に示したように、レベル－３～レベル７まで、順次レベル１のステップ
ずつ上げて１１段階に変えて感光体ドラムへの画像の書き込みを行う。
【００５５】
ステップ１０５またはステップ１０６の後は、ステップ１０７に進み、そのトナー色につ
いての次の参照画像データがあるか、あるいは他のトナー色についての参照画像データが
あるか否かを判断する。そして、参照画像データがあると判断されたときには、ステップ
１０８に進み、次の参照画像データ（次の入力網点カバレッジのデータ）を読み出す。そ
して、ステップ１０２に戻り、上述したステップ１０２以下の処理を繰り返す。
【００５６】
ステップ１０７で、すべての参照画像データについての書き込みが終了したと判断された
ときには、ステップ１０９に進み、使用したい用紙に、参照画像が記録されて、参照出力
画像ＲＥＦとして出力される。以上で、このルーチンを終了する。
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【００５７】
　以上のようにして、黄色、マゼンタ色、シアン色、黒色の各トナー色について、図２に
示すような１２．５％刻みの入力網点カバレッジのデータのそれぞれについて、画像書き
込み強度レベルを－３～７まで、１１段階に変化させた状態の参照画像が、例えば１枚の
用紙に記録される。なお、各トナー色毎に、複数 の用紙に出力されてもよい。
【００５８】
図４に、各１色毎の用紙上の参照出力画像のパターンを示す。この図４に示すように、各
１色毎の参照出力画像は、入力網点カバレッジＣｉｎの値が、０％と１００％のときには
、階調パッチは、一つとなるが、１２．５％～８７．５％のときには、１１段階の強度レ
ベルに応じて１１個の階調パッチＰｔが得られるものとなる。
【００５９】
以上のように生成された参照出力画像を用いて、入力画像記録モードにおいて強度変調回
路部６を介して画像書き込み部５の書き込み強度を、階調再現特性が理想階調再現曲線に
等しくなるように、制御する書き込む強度変調レベルを生成し、ＤＬＵＴ７に書き込み、
保持する。
【００６０】
図５は、この強度変調レベルの生成、書き込み保持の処理ルーチンの例を示すフローチャ
ートである。この図５の処理ルーチンは、参照画像モードにおいて、参照出力画像が記録
された用紙を画像読み取り部２１にセットし、読み取りスタート指示をユーザインターフ
ェース部９を通じてユーザが入力することにより起動される。
【００６１】
この処理ルーチンが起動されると、ステップ２０１で、参照出力画像が読み取られる。画
像読み取り部２１は、前述したようにカラーフィルタを有し、黄色、マゼンタ色、シアン
色、黒色の各トナー色の前述したような参照画像を、各色ごとに読み取る。
【００６２】
次に、ステップ２０２に進み、１色についての読み取りデータを取り出す。そして、次の
ステップ２０３でその色についての入力網点カバレッジＣｉｎが０％と１００％の読み取
りデータを用いて、理想階調再現曲線における入力網点カバレッジＣｉｎが０％と１００
％の点に合わせるように各読み取りデータを校正する。
【００６３】
例えば、処理対象がマゼンタ色、シアン色、または黒色の場合であって、入力網点カバレ
ッジＣｉｎ（％）と色度データＬ＊ の関係が、図７に示す理想階調再現曲線４０のような
リニアな特性となるようにする場合を考える。理想階調再現曲線４０は、例えば標準の用
紙について設定したものであって、用紙により、白やソリッドのレベルが変化する。そこ
で、読み取りデータの入力網点カバレッジＣｉｎの０％のポイントと１００％のポイント
の値を、この理想階調再現曲線４０における入力網点カバレッジＣｉｎの０％のポイント
と１００％のポイントの値に、合わせるように各読み取りデータを校正する。これにより
、理想階調再現曲線４０に合わせた読み取りデータとすることができる。
【００６４】
このように校正した各入力網点カバレッジＣｉｎの値についての１１段階の各強度レベル
の読み取りデータ値を、図６に示すようなシンボルで表し、それを用いて、参照画像の読
み取りデータの各入力網点カバレッジＣｉｎ（％）と、各強度レベルの色度データＬ＊ と
の関係を、それぞれプロットすると、図７や図１０に示すようなものとなる。
【００６５】
ステップ２０４では、この読み取りデータを用いて、当該トナー色についての階調再現曲
線を求める。これは、図７および図１０において、点線で示すように、強度レベルが０の
各入力網点カバレッジの値を結んだ線により表される。この場合、階調再現曲線は、正確
に知る必要はなく、理想階調再現曲線４０に対して、図１５に示した曲線３２、３３、３
４の内のどのタイプになるかを知ればよい。
【００６６】
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ステップ２０４の次には、ステップ２０５に進み、当該トナー色についての各入力網点カ
バレッジＣｉｎのそれぞれにおける１１個の階調パッチに対応する各プロットデータの内
から、理想階調再現曲線４０上にある、あるいは最も近い階調パッチのプロットデータを
探索する。そして、見付け出した階調パッチの強度レベルを、それぞれの入力網点カバレ
ッジＣｉｎについての補正強度レベルとして決定する。
【００６７】
そして、次のステップ２０６において、当該トナー色についての各入力網点カバレッジＣ
ｉｎのそれぞれについての補正強度レベルを、ＤＬＵＴ７に格納する。
【００６８】
例えば、あるトナー色についての階調再現曲線が図７の点線に示すようなものとなった場
合、各入力網点カバレッジＣｉｎにおいて、強度レベル０よりも高い強度レベルの方向に
、探査すると、理想階調再現曲線４０と一致あるいは、その近傍になる階調パッチのデー
タが存在する。したがって、ステップ２０５では、図８に示すようにして、その階調パッ
チのデータを見付ける。そして、ステップ２０６では、見付けた強度レベルを、図９に示
すように、当該トナー色の各入力網点カバレッジの設定強度レベル（補正強度レベル）と
して、ＤＬＵＴ７に格納するものである。
【００６９】
また、あるトナー色についての階調再現曲線が図１０の点線に示すようなものとなった場
合、当該階調再現曲線は、入力網点カバレッジＣｉｎの所定の値のところで、理想階調再
現曲線４０と交差する。そこで、その交差点よりも小さい入力網点カバレッジでは強度レ
ベル０よりも高い強度レベルの方向に探査すると、理想階調再現曲線４０と一致あるいは
、その近傍になる階調パッチのデータが存在し、また、交差点よりも大きい入力網点カバ
レッジでは強度レベル０よりも低い強度レベルの方向に探査すると、理想階調再現曲線４
０と一致あるいは、その近傍になる階調パッチのデータが存在する。
【００７０】
したがって、ステップ２０５では、図１１に示すようにして、理想階調再現曲線４０と一
致あるいは、その近傍になる階調パッチのデータを見付ける。そして、ステップ２０６で
は、見付けた強度レベルを、図１２に示すように、当該トナー色の各入力網点カバレッジ
の設定強度レベル（補正強度レベル）として、ＤＬＵＴ７に格納するものである。
【００７１】
以上のようにして、各トナー色について、図９や図１２に示したような各入力網点カバレ
ッジＣｉｎごとの設定強度レベルが、ＤＬＵＴ７に格納される。線数が複数通りに選択可
能な場合には、それぞれの線数についても、上述とまったく同様にして、参照出力画像を
生成し、それぞれの線数における各トナー色についての設定強度レベル（補正強度レベル
）を生成し、ＤＬＵＴ７に格納しておくようにする。以上で、参照画像モードを、終了す
る。
【００７２】
［入力画像記録モード］
入力画像記録モードにおいては、以上のようにしてＤＬＵＴ７に格納された設定強度レベ
ルにより、常に、階調再現曲線が理想階調再現曲線４０にほぼ近似したものとなるように
して、入力画像データについての記録が実行される。
【００７３】
図１３は、この入力画像記録モードの処理ルーチンのフローチャートである。ユーザイン
ターフェース部９により、通常モードが選択され、原稿が画像読み取り部１にセットされ
、スタートボタンが押されると、図１３の処理ルーチンが実行される。
【００７４】
まず、ステップ３０１で、選択された線数についてのＤＬＵＴ７のデータを用いるように
セットされる。そして、次のステップ３０２で、入力画像の読み込みが行われ、図１に示
したように、網点データ形成部３に、その画像データが送られる。そして、ステップ３０
３で、各画素について、各トナー色についての入力網点カバレッジのデータを形成する。
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次に、ステップ３０４に進み、画像パターン発生部４において、網点データに基づく画像
パターンを発生する。
【００７５】
そして、ステップ３０５で、ステップ３０３で認識された各トナー色についての入力網点
カバレッジＣｉｎの値によりＤＬＵＴ７の、セットされた線数についての設定強度レベル
を参照する。そして、入力網点カバレッジＣｉｎの値に対応する設定強度レベルを読み出
し、その設定強度レベルにより、レーザ光を強度変調して、感光体ドラムに各トナー色に
ついての露光像を書き込む。
【００７６】
この場合に、入力網点カバレッジＣｉｎに直接対応する値がないときには、そのカバレッ
ジＣｉｎの値よりも小さいカバレッジと大きいカバレッジの設定強度レベルをそれぞれ読
み出し、両設定強度レベルを用いた線形補間により、当該入力網点カバレッジに対応する
設定強度レベルを算出して、用いるようにする。このときの、レーザ光の強度変調の例を
図１４に示す。図１４の例では、０、０、１、７、－３、－１というように、強度レベル
が変調されている。
【００７７】
以上のようにして露光像の書き込みが終了すると、ステップ３０６で、各色のトナーを用
いた現像を行い用紙に記録を行う。そして、ステップ３０７で、画像を記録した用紙を排
出する。
【００７８】
以上のようにして、画像書き込み強度を変調して、入力画像を記録した場合には、前述し
た図９および図１２から分かるように、その出力画像の階調再現曲線は、理想階調再現曲
線４０に等しいあるいは近似したものとなり、所望の階調再現を得ることができる。この
場合に、入力網点カバレッジＣｉｎ（％）における網点パターンは全く変えること無く、
すなわち粒状性を損ねること無く、所望の階調再現を得ることができる。また、この例で
は、理想階調再現曲線が直線であるので、例えば８ｂｉｔ＝２５６ステップの階調再現を
得ようとする場合、階調量子化数を全く減ずる必要がない。
【００７９】
また、ユーザが線数を選択したときには、その選択された線数に応じた設定強度レベルの
データをＤＬＵＴ７から読み出して、画像書き込み部５における書き込み強度変調を行う
ようにするので、出力線数が変わっても、所望の階調再現が常に得られるものである。
【００８０】
また、以上のように、この発明では、それぞれの入力網点カバレッジＣｉｎ（％）におけ
る網点パターンを全く変える必要がないため、万線スクリーン、網点スクリーン、ＦＭス
クリーン、誤差拡散スクリーンなど、いかなる網点パターンであっても対応できる。
【００８１】
また、設定強度レベルを変化させて、理想の階調再現曲線に対応させるため、参照画像デ
ータに設定される強度レベル範囲を大きくとれば、光学的ドットゲイン、機械的ドットゲ
インによってどのように歪んだ階調再現曲線であっても、必ず理想階調再現曲線と交わる
、すなわち理想階調再現曲線と同じ再現を得られる設定強度レベルを見出すことができる
ようにすることができる。
【００８２】
なお、用紙の種類を複数通りに変更して選択できる記録装置の場合には、予め、使用する
用紙のすべてについて、上述した参照出力画像を生成し、それに応じた設定強度レベルを
ＤＬＵＴ７に格納しておき、入力画像記録モードのときに、用紙の選択に応じて、ＤＬＵ
Ｔ７から対応する用紙用の設定強度レベルを読み出すようにすれば、上述と同様の作用効
果が得られる。
【００８３】
また、上述の実施の形態では、理想階調再現曲線が直線である場合について説明したが、
理想階調再現曲線は直線である必要はなく、予め定められた所定の曲線であってももちろ
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んよい。
【００８４】
また、上述の実施の形態は、コピー機の場合であるが、この発明は、カラープリンタやそ
の他の記録装置に適用することができる。また、記録表示媒体は、用紙に限られるもので
はなく、例えば、ボードのようなものであってもよい。
【００８５】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明によれば、記録表示媒体、例えば用紙が変わっても、また
、線数出力が変わっても、常に、所望の階調再現性が保証できる。
【００８６】
また、階調画像パターン形状を変えず、階調濃度の微調整により理想の階調再現曲線に対
応させるようにしているため、いかなる網点パターン、いかなる用紙にも対応可能であり
、また粒状性を悪化させることがなく、階調量子化数を全く減ずること無く、所望の階調
再現を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明による記録装置の一実施形態のブロック図である。
【図２】この発明の方法に用いる参照画像データの例を説明するための図である。
【図３】この発明の方法の一実施形態における参照出力画像の生成のフローチャートを示
す図である。
【図４】この発明の方法の一実施形態における参照出力画像の生成を説明するための図で
ある。
【図５】この発明の方法の一実施形態における階調補正のための設定強度レベルの生成お
よび保持の手順の例を示すフローチャートである。
【図６】参照出力画像の階調再現特性を表すために使用する図である。
【図７】この発明の方法の一実施形態における階調補正のための設定強度レベルの生成を
説明するための図である。
【図８】この発明の方法の一実施形態における階調補正のための設定強度レベルの生成を
説明するための図である。
【図９】この発明の方法の一実施形態における階調補正のための設定強度レベルの例を示
す図である。
【図１０】この発明の方法の一実施形態における階調補正のための設定強度レベルの生成
を説明するための図である。
【図１１】この発明の方法の一実施形態における階調補正のための設定強度レベルの生成
を説明するための図である。
【図１２】この発明の方法の一実施形態における階調補正のための設定強度レベルの例を
示す図である。
【図１３】この発明による記録装置の一実施形態による画像記録手順を示すフローチャー
トである。
【図１４】この発明による記録装置の一実施形態による階調濃度調整の例の説明に供する
図である。
【図１５】記録装置の階調再現特性の例を示す図である。
【図１６】従来の階調補正方法を説明するための図である。
【図１７】従来の階調補正方法を説明するための図である。
【符号の説明】
１　　入力画像読み取り部
２　　モード切り換え部
３　　網点データ形成部
４　　画像パターン発生部
５　　画像書き込み部
６　　強度変調回路部
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７　　ＤＬＵＴ
８　　記録装置部
９　　ユーザインターフェース部
１０　　制御回路部
１１　　参照画像データ格納部
２０　　階調補正データ生成部
２１　　画像読み取り部
２２　　読み取り校正器
２３　　階調再現曲線検出部
２４　　理想階調再現曲線格納部
２５　　最適階調ステップ抽出部
４０　　理想階調再現曲線
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(14) JP 3794071 B2 2006.7.5



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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